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2 ゼロ災現場　あなたと私で　指差呼称

　29年度 技術者研修会は、茨城県総合福祉会館
にて会員24社、50名にて開催されました。
　研修は午前の部と午後の部に分かれて行われ
ました。
　午前の部のテーマは「エネルギー」について、
㈱コスモテック 新エネルギー事業室副長、平田 
淳様より「未利用熱を電力にして、バイナリー発
電設備EPC事業の取り組み」についてお話を頂
きました。
　今、世界的に地球温暖化について、真剣に話
し合いをされている中、省エネルギー（省エネ）
はとても注目されている分野です。
　今、温泉の熱や太陽の光、そして工場廃熱などの
エネルギーを利用して活用する時代になりました。
　それらを進化させたバイナリー発電について
も詳しく話を聞くことができました。
　「宇宙で培った技術を他の分野で活用し、社会
に貢献する確かな技術で環境に優しい、安心安
全なエネルギーをお届けします。」の理念を持っ
たすばらしい企業でした。
　午後の部でのテーマは「廃棄物」について、日
和サービス㈱ 取締役 環境技術主管 四家正喜様
に「廃棄物処理法」についてお話を頂きました。
　現在、廃棄物は社会問題となり、とても注目
されている分野です。

　この中で、廃棄物の変化や、見直しについて、
とても重要な事を知ることができました。
　それは、この10年間に毎年法律改正があるこ
と、今年11月には水銀を使用している、水銀灯
や蛍光灯における処理が、一般廃棄物から産業
廃棄物へと施行される事になりました。これに
よって多くの人々への影響があります。
　現在、ビルメンテナンス業界では、さまざまな
環境変化や国制度の見直しに対応していかなけれ
ばなりません。また、節電や省エネという課題を
抱えながら、快適な環境を確保していく、そして、
仕事先の建物の特性に応じて様々な対処が求めら
れています。幅の広い専門知識と経験を生かすた
めに今回の講演はとても勉強になりました。
　参加した会員が、時間を忘れるほど真剣な顔
をして講師の話を聞いていました。
　研修後には、新生ビルテクノ㈱ 館 由紀夫様が
受講者50名の代表として修了書をいただきました。
　最後に、今回講演頂きました㈱コスモテック 
平田様、日和サービス㈱ 四家様には厚く御礼を
申し上げます。また、不慣れな私にサポート頂
いた竹内副委員長、植田副委員長のお陰で無事
に研修を終了する事が出来ました。ご参加を頂
きました各社の皆様並び各社のご協力に対して
厚く御礼を申し上げます。

■ 設備保全委員会　
委員長　池田　弘

平成29年度

日和サービス㈱ 四家 様㈱コスモテック 平田 様
池田委員長 あいさつ



3見直そう　作業手順と危険箇所　習慣付けよう安全意識

■ 労働安全衛生委員会
委員長　川上　英則

　10月11日（水）、茨城県総合福祉会館１階
のコミュニティホールにて、91名（非会員含
む）の参加をいただき、労働安全衛生大会を
開催しました。
　大会は、那花副委員長の司会により、来栖副
会長の「開会のことば」で開始、主催者を代表
して、大山会長の挨拶がありました。
　次に、ご来賓の茨城労働局労働基準部長 
田澤修二様よりご挨拶いただきました。そして、
講演に移り「過重・長時間労働の健康障害と
防止対策」という演題で一般社団法人 日本労働
安全衛生コンサルタント会 茨城支部長 藤原 
歳郎先生のご講話をいただきました。
　現状於かれている業務内容の分析・把握を
することで適正な労働時間の管理、それに伴い
労働者への健康管理など環境整備の配慮につ
いて、さらなる取り組みが必要な内容でした。
　次に、会員各社から労働安全衛生対策の事
例発表を実施。
　日東メンテナンス株式会社の渡邉泰真様か
ら「７Ｓ運動と床面清掃時のスリップ事故」、
綜合建物サービス株式会社の浅野 雅人様か
ら「弊社における労働安全衛生への取り組み」
についてご紹介いただきました。二社の事例
は今後の安全対策において重要かつ大変有効
な内容でした。ご紹介をいただいた渡邉様、

浅野様に心から感
謝申し上げます。
　そして、大会の
締めくくりを満場
一致で採択された

「大会宣言」を出席
者全員で唱和し、
労働安全衛生対策
に取り組む決意を
新たにしました。
　最後は宮内副会
長の「閉会のことば」で終了しました。

会長あいさつ
（一社）茨城県ビルメンテナンス協会

会長　大　山　　　進

　木々の葉も色づき、す
っかり秋らしくなってま
いりましたが、 本日は、
大変お忙しいところ、「平
成29年度 労働安全衛生大
会」にご出席をいただき、
心から感謝申し上げます。

　また、本日は、ご来賓としまして、業務多
忙の中、茨城労働局 労働基準部長 田澤修二
様のご臨席をいただいております。重ねて、
厚くお礼申し上げる次第でございます。
　さて、今さら申し上げるまでもなく、労働
安全衛生は、各企業が最優先で取組むべき重
要な課題であり、作業の安全はもとより、作
業の環境や健康の管理など、対策の徹底が求
められております。
　無災害を達成するためには、常に油断を戒
め、決して注意を怠らない強い意思と、行動
力を継続しなければなりません。

平成29年度  労働安全衛生大会開催

司会
那花 労働安全衛生副委員長

講師
藤原　歳郎 様



4 気づいた時に見直しを　みんなの創意で事故防止

　そのためには、社員一人ひとりが安全衛生
の大切さを自覚し、意識を高めていく必要が
あります。
　一方、各企業の取組みにつきましては、危
害の未然防止を第一とし、常に最善を尽くす
ことが求められており、決して妥協が許され
るものではありません。
　無災害を継続していくためには、当然のこと
ながら、現場に潜む様々なリスクを的確に分析
し、抜けのない備えを構築するとともに、それ
を実行に移す能力が不可欠となっております。
　近年、人口の高齢化が進む中で、労働安全
衛生に関しましては、様々な課題が生じてお
ります。
　特に、社員の過重労働や、長時間労働の問
題は、前途有為な社員を自殺に追い込むなど、
深刻さを増しており、企業は適切な対応を強
く求められております。
　国は、今年の３月末に、罰則付き時間外労
働の上限規制など、長時間労働の是正を盛り
込んだ「働き方改革実行計画」をとりまとめ
ましたが、良好な労働環境の確保は、どの企
業にとりましても重要な課題と言えます。
　そのようなことから、本日の講演では、「過
重・長時間労働の健康障害と防止対策」をテ
ーマに、昨年に引き続き、日本労働安全衛生
コンサルタント会の 藤原先生からご講演を
いただきます。
　この機会に藤原先生から多くのことを学び
取っていただき、今後の対策に生かしていた
だければ、主催者として、この上ない喜びで
ございます。
　また、それに続く会員企業による「事例発
表」では、今回、日東メンテナンス株式会社
の渡邉さんと、綜合建物サービス株式会社の
浅野さんから、発表していただくことになっ
ております。
　２社のご協力に心から感謝申し上げますと
ともに、ご出席の皆様方におかれましては、
発表される貴重な事例の中から、参考となる
事項を数多く汲み取っていただき、ぜひ今後の
対策に生かされますようお願いをいたします。
　最後に、この大会が、ビルメンテナンス業の
労働安全衛生の向上に寄与するものとなりま

すことと、ご出席の皆様方のご健勝をご祈念申
し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。
　本日は、最後まで、どうぞよろしくお願い
いたします。

ご来賓あいさつ
茨城労働局　　　　　　　　　　

労働基準部長　田　澤　修　二　様

　茨城県ビルメンテナン
ス協会の平成 29 年度労
働安全衛生大会にあたり
一言ご挨拶を申し上げま
す。
　働き方改革の推進が図
られている中、未だ、多

くの方が過重労働及び長時間労働等の相談に
労働基準監督署にこられています。
　厚生労働省では各労働局に対して、迅速に
そのような事案に対応を図るよう指示をして
おり、当茨城労働局においても各種の相談・
申告等について迅速な対応を行うよう努力し
ているところであります。
　また、大山会長をはじめ会員の皆様には、
日頃より雇用や労働条件の確保、労働災害防止
等の、労働行政の運営に一方ならないご支援・
ご協力を賜っておりますこと、この場をお借り
しまして御礼申し上げます。
　さて、私どもが行政の重点として取り組ん
でおります労働災害の防止対策であります
が、昨年の全国の労働災害による死傷者数は、
第三次産業が近年増加傾向にあるものの、製
造業や建設業では長期的には減少しておりま
したが、昨年は、全業種では、平成27年の
116 ,322人だったのを1,599人上回る117 ,910
人となりました。
　また、死亡災害は増減を繰り返しながらも
長期的には減少傾向に有りますが、平成28年
は928人と前年比44人の減少となっています。
　では、茨城県はといいますと平成27年の
死傷者数が2 , 845人だったのを25人下回る
2,845人にすることが出来、死亡者数にあっ



5小さな異常見のがさず、すばやく対処、ゼロ災害

ては平成27年の33人を７人下回る26人とす
ることが出来ました。
　このような状況で、皆様のビルメンテナン
ス業を見てみますと、休業４日以上の死傷者
数は、平成22年には22人までに減少したも
のの23年には35人と増加をしております。
24年は23人となったもののその後は増加傾
向にあり、28年には49人になっています。
　また、死亡災害については、第12次労働災害
防止推進計画の期間中で４年で１人の発生は業
界の水準からみて低い数字ではありません。
　昨年発生した49人の死傷災害ですが、26
人が転倒によるものです。また、28人が60
歳以上の方で有りました。
　転倒災害が発生する要因の一つには通路の
整備等がなされていないことがあるのはご存

知のことと思います。一見軽微にみえる作業
でも災害に繋がることをご理解願います。
　既にご存知とは思いますが、平成25年を
初年度とする第12次労働災害防止計画も平
成29年を以て終了します。第12次労働災害
防止計画は３つの柱を目標としましたが、（死
亡災害、死傷災害の減少、有所見率の減少）
何れも達成することが出来ませんでした。
　本年度は、まだ、６ヶ月の期間があります
ので昨年度等の結果を踏まえ、対策の徹底を
図ってまいりたいと考えておりますので、引き
続きご協力賜りますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、茨城県ビルメンテナ
ンス協会並びに会員事業場の益々のご発展
と、本日ご出席の皆様のご健勝を祈念申し上
げ、挨拶と致します。

日東メンテナンス㈱
渡邉 氏

綜合建物サービス㈱
浅野 氏

大会宣言の唱和

私たちは、ゼロ災害をめざし、
安全・安心かつ健康的で　明るい職場環境の

確保に全力で取り組んでいくことを、
ここに宣言します。

平成29年10月11日
一般社団法人 茨城県ビルメンテナンス協会

大会宣言
川上 労働安全衛生委員長



6 皆で目指そう無災害！　意識向上　事故防止

　平成29年11月２日（木）「富士OGMゴルフ
クラブ出島コース」にて開催されました「第
34回いばらきBMゴルフ大会」にて、関東ビ
ルサービスでワンツーフィニッシュをさせて
いただきました。仕事をしているのかと顰蹙
もの（社内の立場は微妙）ですが、当日の好天
に恵まれ、また、良きパートナーに恵まれ、
さらに神（ツキ）にも恵まれて、優勝を勝ち取
ることが出来ました。
　もう一つ、付け加えさせていただければ、私、
今年の２月に家庭内での不注意から、腰椎横
突起骨折を発生させてしまいました（サッカ
ーのネイマール選手と同じ箇所です？）。全治
６週間の診断でした。その後、リハビリを兼
ねて、毎朝のウォーキングとジョギングが日
課となり、現在も続いております。この地道
な努力（？）もこの結果につながったのかと思
います。

　富士OGMゴルフクラブの乗用カートのナ
ビには、スコアをインプットし、刻々とコン
ペ全員の成績が表示されました。同伴競技者
の加藤さん、鷹巣さん、新井さんからは、適
度な緊張感を与えられつつ、非常に楽しくプ
レーをさせていただきました。
　次回も良い成績があげられますよう、地道
な努力（？）の継続をしていきたいと思ってい
ますが、だんだん寒くなり、寝床からの脱出
に葛藤の日々が続いているのが現状です。
　最後になりましたが、事務局ならびに運営
委員会の皆様には大変お世話になりました。
また、一般社団法人茨城県ビルメンテナンス
協会会員各社様の益々のご発展と「いばらき
BMゴルフ大会」の末永い活動をお祈りしてお
ります。本当にありがとうございました。

第34回いばらきBMゴルフ大会に参加して
関東ビルサービス株式会社　海老根秀二

　会員相互のコミュニケーション促進事業の
一環として、年２回開催している「いばらき
ＢＭゴルフ大会」が11月２日（木）にかすみ
がうら市の富士OGMゴルフクラブ出島コー
スにおいて開催されました。

　当日は、秋晴れ、絶好のゴルフ日和の中、
参加者39名の熱戦が繰り広げられ、下記の
方々が素晴らしい成績を収められました。
　優　勝：海老根秀二 氏（関東ビルサービス㈱）
　準優勝：小堀　　修 氏（関東ビルサービス㈱）
　３　位：常岡　慶太 氏（㈱トーカンオリエンス）

第34回



7教え合おう　慣れた作業に潜む危険　みんなで作る　職場の安全

　会員相互のコミュニケーション促進事業は、
11月９日（木）〜11月10日（金）の日程で開催
しました。
　講師による研修会は、時給800円のパートか
ら年商10億円カリスマ所長になり、NHKのプ
ロフェッショナル仕事の流儀等番組で取り上
げられた駅弁マイスターの三浦由紀江先生を
お迎えしました。
　飾らない先生の語り口は、多くの聴衆をひ
きつけました。話を聞いてみると、お客様と
の言葉のやり取りや長年専業主婦していたか
ら身についていたお客様目線で実績を上げた
のかなと感じました。行動や言葉でパート仲
間を巻き込んでいった経験談や新人パートの
寛容な教育法は私たち管理者に多くの示唆を
与えてくれました。
　「仕事は気づきが大切」「仲間に愛情」「人と
過去は変えられない」等たくさんの金言に出会
うことができたのではないでしょうか？
　当該事業のもう一つの柱は会員相互の親睦
です。同業者だから語り合える仕事上の共通
の課題や悩み、日頃のストレス発散ができた
楽しいひとときを過ごされたことと思います。
同業者として目指すべき人やライバルを見つ
けて頂けたのではないかと存じます。
　次年度も研修会を通して見識広めて頂き、
楽しい親睦の場を提供してまいりますので、
第５回の会員相互のコミュニケーション促進
事業への多くの方の参加をお待ち申し上げて
おります。

■事業概要
　日程：平成29年11月９日（木）〜10日（金）
　会場：つくばグランドホテル
　参加者数　：59名（宿泊33名）
　参加会員数：26社

■ 総務委員長会　　　
委員長　堀越　俊祐

平成29年度 会員相互のコミュニケーション促進事業

三浦由紀江 先生

１日目
１．開　会
２．宮内会長あいさつ
　　講師紹介
３．研　修
　　テーマ：仕事は楽しく、自分に限界を作らない
　　　　　　講　師：三浦由紀江先生
　　　　　　（日本レストランエンタープライズ 駅弁マイスター）
４．閉　会
５．懇親会

（２日目）　朝食後解散



8 背のびして　無理するよりも　踏台を

　以前からTVで三浦様のことは知っていま

した。

　44歳でパートデビュー、52歳で社員。53歳

でなんと大宮営業所所長。

　そして、就任１年目で駅弁売上を5000万円

アップ。年商10億円超を達成。

　７人の社員、80人のパート、アルバイト。

６店舗を切り盛りするカリスマ営業所長。

　実際はどんな人なんだろう？興味深々で拝

聴しました。

　部屋に入って椅子に座っていらっしゃる三

浦様はとても小柄な物静かな方のように感じ

ました。

　講演が始まるとエネルギーに溢れた笑顔の

素敵な方でした。

　講演の中で、三浦様は「仕事は楽しく」を

モットーにしている事。現場を大切にしてい

て現場を常に見る事、現場の声を聴く事が大

事だとおっしゃっていました。

　定年になった今も現場が好きでパート勤務を

しており、今日もここに来る前の午前中は現場

でお弁当を販売していた、ということでした。

　講演も現場での経験をもとに実例を沢山話

してくださり、とても楽しく為になることば

かりで、あっという間に時間が過ぎていきま

した。

　数々の経験から自分を信じて、常に現場に

寄り添い、仕事を楽しく行うため次々と改善

していく行動力。

　講演のお話の中には私の経験と重なり合う

処もありました。ただ、自分の場合は考えて

いるだけで行動に移せません。

　この行動力は何処から来るのでしょうか？

　「仕事は楽しく！」とは自分が、仲間が、お

客様が、すべてを楽しい現場にすること。そ

の事が原動力なのでしょうか。

　私も三浦様のお話の中で重なる処があり考

えている事が間違っていなかった事に自信が

もてました。これを機会に現場をより良くす

る、楽しく仕事をしていく為改善していきた

いです。行動することが大切。

　ありがとうございました。

駅弁マイスター三浦由紀江氏　特別講演会を拝聴して
JR水戸鉄道サービス㈱　大曾根はるみ



9繰り返す　確かな確認　事故防止

　ビルメン業界の一大イベント「ビルメンヒュー
マンフェア＆クリーン EXPO 2017」が、さる11
月15日〜11月17日の３日間、東京ビックサイト

（有明・国際展示場）で開催されました。15日夜
には、懇親パーティーが華やかに盛大に行われ、

当協会からは大山会長はじめ４名が参加しまし
た。
　翌16日にはフェアの恒例行事として、フェア
の華である「第15回全国ビルクリーニング技能競
技会」が開催されました。

■ 建物衛生委員会　　
委員長　石田　篤史

ビルメンヒューマンフェア＆クリーンEXPO2017

「第15回全国ビルクリーニング技能競技会」報告

◇本県協会からも出場
　２年に一度開催される全国ビルクリーニング技
能競技会は、全国ビルクリーニング技能士約５万
人を代表して９地区から選出された総勢18名に
よる「ビルクリ最強王座決定戦」とも言えるもの
である。
　今回は、茨城県ビルメンテナンス協会の鈴木淳一
選手（日和サービス㈱）が関東甲信越地区の代表選
手として出場した。当協会の選手が全国技能競技会
に出場するのは前々回大会同様の快挙である。

◇競技仕様
　第15回技能競技会では、バックヤード20㎡、
作業コートが20㎡、出入り口に三方枠、コート
の中に机や椅子、書庫、洋服掛けの障害物が設置
されている。作業内容は、「作業準備⇒除塵⇒洗
浄⇒汚水除去⇒仕上げ拭き⇒乾燥⇒床維持剤の塗
布⇒後片付け」
この工程をＡコート・Ｂコート同時に制限時間20
分以内に行い、正確性、スピード、仕上がりを競
う。

◇全国技能競技会の開催◇

　15日の懇親パーティーでは全国９地区本部の自慢の銘酒が披露

されました。

　関東甲信越地区本部の３酒の紹介をする大山地区本部長（茨城県

協会長）



10 見直そう　違う目線で危険予知

◇鈴木選手が競技を開始（パーフェクトな仕上が
　り、しかもイケメン）

　鈴木選手は８組目14時55分からのスタートで
ある。コート脇の応援席から日和サービスの木村
社長を筆頭に約30名の大応援団とリーフィーが
見守る。鈴木選手の競技内容はメリハリの効いた
中に安定感があり、丁寧さ、落ち着いた所作には
思わず見とれてしまう。競技が終了し、タイム発
表。「20分06秒」、時間オーバーである。多数のギ
ャラリーに囲まれ、やはり緊張したのか…。しか
し、完璧な仕上がりは立派である。

◇表彰式（入賞なるか…）
　出場者９組18名の競技が全て終了し、いよい
よ結果発表。茨城県代表選手の全国大会初入賞の
期待の中、次々に各賞が発表された。しかし、残
念ながら鈴木選手の入賞は惜しくもならず。しか
し、同じ関東甲信越地区（神奈川県）代表の清水
美穂選手が、中央職業能力開発協会賞を見事受
賞！おめでとうございます。
　鈴木淳一選手、今後の更なる活躍を応援し、リ
ベンジを期待しております。



11見たつもり　やったつもりが事故招く　基本に戻って　再確認

■ 総務委員会

　本事業は、平成25年度から、小学生が適切な清掃の技能と衛生的な環境の大切さを理解する
ための一助として、公益社団法人全国ビルメンテナンス協会の助成を受けながら実施している
ものです。
　今年度におきましても、下記のとおり大きな成果をあげることができました。
　これも一重に、茨城県教育庁及び対象校の校長先生や教職員の皆様方のご協力と、実地指導
等にあたられた協会講師並びに会員企業の社員の方々の素晴らしい指導力によって成し得たこ
とであり、心から感謝申し上げるところです。本当にありがとうございました。
なお、本事業は、５年計画で推進してまいりましたので、本年度で終了となります。
　今までの関係各位の献身的なご尽力に、重ねてお礼申し上げる次第です。

記

　１　期　　　　間：平成29年６月27日（火）〜11月15日（水）
　　　　　　　　　　（事前調査　延べ９日間、実地指導　延べ９日間）
　２　実 地 指 導 校：９校
　３　参 加 児 童 数：354名
　４　参 加 会 員 数：24社（実数）
　５　ＯＢ協会講師：３名（実数）
　６　指 導 者 数：延べ48名
　７　実 施 の 詳 細：次項「平成29年度小学生清掃活動トレーニング事業実施結果」のとおり。

写真提供：東海村立村松小学校

写真提供：北茨城市立中郷第二小学校

写真提供：境町立猿島小学校



12 あの時にやってよかった　一声・一手間・一確認

班 実施会員 実施者 実施日時 学校名

1

㈱アメニティ・ジャパン 　桜沢　勝利

６月27日（火）
13：55〜14：40

東茨城郡大洗町立
大洗小学校

90人	 ６学年

㈱エム・ビ−・シ− 〇藤原　　明
東京美装興業㈱茨城営業所 　金親　順三（講師） 
関東ビルサ−ビス㈱ 　稲田　正則
ＪＲ水戸鉄道サ−ビス㈱ 　田口　　晃
㈱暁恒産 　亘理　正英

テルウェル東日本㈱茨城支店 　中川　真実（講師） 萩谷　恵子
　寺門司農夫　　　浅野　貴大

協　会 　塩谷　文則（講師）
常陽メンテナンス㈱ 　永井　勇二

2

㈱エム・ビ−・シ− 〇藤原　　明
10月24日（火）
13：50〜14：35

久慈郡大子町立
上小川小学校

30人	 ４〜６学年

茨城グローブシップ㈱ 　櫛田智香子
ＪＲ水戸鉄道サ−ビス㈱ 　草野　　隆
協　会 　鹿嶋　史子（講師） 

3

協　会 ○塩谷　文則（講師） 

10月６日（金）
13：55〜14：40

那珂郡東海村立
村松小学校

48人	 ６学年

茨城グローブシップ㈱ 　櫛田智香子
㈱アメニティ・ジャパン 　桜沢　勝利

テルウェル東日本㈱茨城支店 　中川　真実（講師） 萩谷　恵子
　高橋　宏史　　　浅野　貴大

4
関東ビルサ−ビス㈱ 　稲田　正則

９月26日（火）
10：35〜11：20

北茨城市立
中郷第二小学校

24人	 ６学年
㈱暁恒産 　亘理　正英
東京美装興業㈱茨城営業所 〇金親　順三（講師） 

5

日本不動産管理㈱茨城支社 　渡辺　　綸　　　神﨑　幸子

６月29日（木）
10：35〜11：20

行方市立
麻生小学校

47人	 ４学年

高橋興業㈱ 　長　恒太郎
国際ビルサ−ビス㈱茨城支店 〇大曽根弘之（講師） 
㈱塚越産業 　藤平　清史
㈱裕生　つくば営業所 　浅野　祐一

6

常総ビル整美㈱ ○池田　　弘（理事）
９月21日（木）

10：30〜11：15

猿島郡境町立
猿島小学校

24人	 ６学年

協　会 　篠崎　嘉勝（講師）
富士メンテニール㈱茨城営業所 　渡部雄一郎
㈱ヤマニ商会 　島田　剛史

7

㈱イ−エス商会 　吉野　祐道
11月15日（水）
13：50〜14：35

猿島郡五霞町立
五霞東小学校

36人	 ６学年

中央管財㈱茨城・千葉営業所 　金塚　将宏
常総ビル整美㈱ ○池田　　弘（理事）
協　会 　篠崎　嘉勝（講師）

8
国際ビルサ−ビス㈱茨城支店 〇大曽根弘之（講師）

11月７日（火）
10：35〜11：20

つくばみらい市立
豊小学校

21人	 ３学年

常陸興業㈱ 　中山　尚紀
テスコ㈱つくば支店 　酒寄喜美枝

9

タカラビルメン㈱ 　岩佐　順子　　　増田　静子
10月26日（木）
10：40〜11：25

北相馬郡利根町立
文間小学校

34人	 ５学年

綜合建物サ−ビス㈱ 　片岡　潮彦
日本設備管理㈱取手支店 　新井キミイ
㈱裕生　つくば営業所 〇浅野　祐一

		  〇印　事前調査の実施者	 対象：９小学校

参加会員	 24社（実数）	 事前調査実施者数：延べ９名	 参加児童数：354名
協会講師（OB）	 ３名（実数）	 実 地 指 導 者 数：延べ48名

平成29年度　小学生清掃活動トレ−ニング事業実施計結果



13速やかに　報告・連絡・相談で　トラブル解決　安心職場

高齢者活躍人材育成事業（清掃技能講習）実施報告
■ 建物衛生委員会

　この技能講習会は、公益社団法人茨城県シルバー人材センター連合会（以下「連合会様」。）か
ら委託を受けて実施しておりますが、今年度で３回目となりました。
　本講習会の目的は、高齢者が健康で意欲と能力がある限り、年齢にかかわりなく働き続けら
れるようにバックアップをすることです。その意味では、まさに一億総活躍社会の実現に向け
た事業の一つとも言えます。
　今年度の実施結果は、下記のとおりですが、連合会様の入念な準備と担当講師の懇切丁寧な
指導により、多くの受講者から好評をいただいております。

記

１　開催の主体：公益社団法人茨城県シルバー人材センター連合会
２　対　象　者：市町村シルバー人材センターに会員登録している人、または会員登録を希望
　　　　　　　　する人で、臨時的、短期的かつ軽易な清掃の業務を希望する人。
３　会　場　数：９会場（日程２日間）
４　総受講者数：104名（１会場当たり平均11.6名）
５　講　　　師：延べ36名（２名×２日×９会場）
６　講習の内容：作業者の心得、安全と衛生、清掃用具の基本操作、トイレ及び洗面台、ガラ
　　　　　　　　ス窓の清掃など
　　　　　　　　　（講習の風景は、掲載した写真のとおりです）
７　開催会場及び日程等

市町村シルバー
人材センター　 実施日程 受講者数 担当講師 会　　　場

１ 那 珂 市
７月４日（火）

14
塩谷、篠崎

総合センターらぽーる　研修室１，２，３
５日（水） 塩谷、篠崎

２ 鉾 田 市
７月26日（水）

13
塩谷、篠崎

鉾田市ＳＣ　会議室
27日（木） 塩谷、篠崎

３ 北 茨 城 市
８月９日（水）

８
塩谷、鹿嶋

北茨城市防災コミュニティセンター
10日（木） 塩谷、鹿嶋

４  大 子 町
８月30日（水）

９
塩谷、鹿嶋

大子町中央公民館　講堂
31日（木） 塩谷、鹿嶋

５ 行 方 市
９月６日（水）

12
塩谷、篠崎

レイクエコー　大研修室
７日（木） 塩谷、篠崎

６ 龍 ヶ 崎 市
９月13日（水）

14
塩谷、篠崎

龍ヶ崎市ＳＣ　会議室
14日（木） 塩谷、篠崎

７ 東 海 村
10月11日（水）

９
塩谷、篠崎

東海村合同庁舎　４号館
12日（木） 塩谷、篠崎

８ 下 妻 市
10月18日（水）

13
塩谷、篠崎

下妻公民館　２Ｆ学習室
10月19日（木） 塩谷、篠崎

９ 鹿 嶋 市
11月８日（水）

12
篠崎、鹿嶋

鹿嶋市ＳＣ　集会室
11月９日（木） 塩谷、篠崎



14 確かめる　心のゆとりが　事故防止

　※写真提供：（公社）茨城県シルバー人材センター連合会



15忘れるな　ルールがあること守ること　続ける力で無災害

◇所在地の変更
　日本メックス㈱ つくば営業所
　　〒300−2633  茨城県つくば市遠東916−4
　　　　　　　　　　　　　　　　ニッソウビル２Ｆ
　　※ＴＥＬ・ＦＡＸは変更なし

　㈲コミュニティー
　　〒310−0912　茨城県水戸市見川5−156−7
　　　　　　　　　　　　　　　　　ガレージハウスＡ
　　※ＴＥＬ・ＦＡＸは変更なし

会 員 告 知 板

茨城新聞

2017年（平成29年）12月１日（金）

日本工業経済新聞

2017年（平成29年）11月30日（木）

　この度、高橋興業株式会社が、女性活躍推進法に基づく優良企業認定制度で、
最高ランク（三つ星）に認定されました。



16 身につけよう　確かな手順と指差呼称

平成30年１月18日（木）期　日
時　間
会　場

会　費

午前11時開会（受付は午前10時より）
水戸プラザホテル 2Ｆ「ボールルーム」
　水戸市千波町2078－1
　TEL  029－305－8111
１名様　10,000円

◇ 会員の皆様の多数のご参加をお待ちしております。 ◇

平成30年

茨城労働局からのお知らせ



17油断せず　出社してから帰宅まで　今日もみんなで無事故で仕事

日　時	 ９月13日（水）　15：00 〜 16：30
場　所	 協会 会議室
出席者	 大山会長、来栖・宮内副会長、池田・
	 田口・石田・塚越・川上各常任理事、
	 砂押専務理事
議　題	 ⑴各委員会事業の進捗状況について

①小学生清掃活動トレーニング事業
②会員相互のコミュニケーション促進事

業（ＢＭゴルフ大会、研修・懇親会）
③茨協ニュースの発行
④労働安全衛生大会
⑤清掃作業従事者研修指導者講習会
⑥高齢者活躍人材育成事業（清掃技能講習）
⑦技術者研修会

	 ⑵その他
①ビルメンヒューマンフェア2017及び第15回

全国ビルクリーニング技能競技会について
②平成30年 新春賀詞交歓会の開催に

ついて
③その他

日　時	 10月11日（水）　10：30 〜 11：30
場　所	 協会 会議室
出席者	 大山会長、来栖・宮内副会長、池田・
	 田口・石田・塚越・川上各常任理事、
	 砂押専務理事
議　題	 ⑴労働安全衛生大会の開催について
	 　（最終打合せ）
	 ⑵その他

日　時	 10月20日（金）　15：00 〜 16：45
場　所	 協会 会議室
出席者	 大山会長、宮内副会長、池田・石田・
	 塚越・川上各常任理事、砂押専務理事
議　題	 ⑴建築保全業務に係る諸経費に関する調

査への協力会員の選定について
	 ⑵会員相互のコミュニケーション促進事

業（研修・懇親会）開催要項について
	 ⑶その他

理 事 会 だ よ り

第２回常任理事会 第３回常任理事会

緊急常任理事会

各 委 員 会 だ よ り

◇ 第２回委員会
日　時	 ８月29日（火）　15：00 〜 16：30
場　所	 協会 会議室
出席者	 来栖副会長、池田委員長、植田・
	 竹内副委員長、佐藤・松田・蔀各委員、
	 砂押専務理事
議　題	 ⑴技術者研修会の開催について
	 ⑵研修会のテーマについて
	 ⑶当日の役割分担等について
	 ⑷その他

◇ 第２回委員会
日　時	 11月６日（月）　15：00 〜 17：00
場　所	 協会 会議室

出席者	 田口委員長、湯原・古市副委員長、舘・
	 後藤・鈴木各委員、砂押専務理事
議　題	 ⑴茨協ニュース（第99号）の発行につい

て
	 ⑵茨協ニュース（第100号・記念号）につ

いて
	 ⑶その他

◇ 編集会議
日　時	 11月20日（月）　15：00 〜 16：30
場　所	 協会 会議室
出席者	 田口委員長、湯原副委員長、舘・佐藤各

委員
議　題	 ⑴茨協ニュース（第99号）の編集作業に

ついて
	 ⑵茨協ニュース（第100号・記念号）につ

いて
	 ⑶その他

設備保全委員会

広報委員会



18 慣れるな、省くな、気を抜くな　初心に戻って　ゼロ災職場



19ゼロ災現場　あなたと私で　指差呼称



茨城県水戸市千波町1918 田口  順章
一般社団法人 茨城県ビルメンテナンス協会

編　集　後　記

　いよいよ今年も終わりが近づいてま
いりました。皆様にとって今年は良い
年になりましたでしょうか？私は、や
り残した事はこれからの１ヶ月頑張っ
て「今年の事は今年のうちに」やりきろ
うと思っています。
　さて、今回発行の「茨協ニュース（第
99号）」ですが、前号から協会主催の
行事が目白押しでした。私も技術者研
修会、会員相互のコミュニケーション
促進事業（第34回いばらきBMゴルフ
大会）に参加させて頂きました。
　いばらきBMゴルフ大会は協会のコ
ミュニケーション事業の位置づけにな
り、広報委員会では、前会より優勝者
の方から原稿を寄せて頂こうという事
になりました。これから優勝される方
は「優勝の副賞は原稿」と思って優勝を
目指してプレーして頂ければ幸いです。
もちろん会長をはじめ理事の皆様も優
勝した際には原稿を宜しくお願い致し
ます。私は今回優勝して原稿を書こう
と意気揚々様にプレーしましたが結果
は、散々でした。いつかは、いばらき
BMゴルフ大会で優勝して原稿を載せ
たいと思っています。

　最後に今回の発行を無事に迎えられ
たのも原稿を寄せて頂いた皆様のおか
げです。ありがとうございました。
　これからも皆様に楽しく読んで頂け
る様に広報委員会一同頑張っていきま
すので宜しくお願い致します。

『告知』
　次号は記念すべき「茨協ニュース

（第100号）」になります。創刊号（昭和
55年８月13日）より茨城ビルメンテナ
ンス協会会員の皆様に広報誌として情報
を発信し続けて38年目に突入！しました。
　次回号は、通常の紙面に加えて第100
号記念に関する記事の掲載を予定して
いますので乞うご期待ください！？

新生ビルテクノ㈱
舘　由紀夫

◎委 員 長	 田口　順章（㈱ともゑ）
◎副委員長	 湯原　隆幸（タカラビルメン㈱）
◎編集委員	 舘　由紀夫（新生ビルテクノ㈱）
	 佐藤　秀夫（ＪＲ水戸鉄道サービス㈱）

今号の編集者


